
資

料
ソ
連
歴
史
学
界

に
お
け
る

ロ
シ
ァ
帝
国
主
義
論
争

中

村

平

八

6?

本
資

料

は
、

ソ
ヴ

ェ
ト

の
歴
史

学

界

に
お
け

る

ロ
シ
ア
帝

国
主

義
論

争

を
回
顧

し
た
論
稿

で
あ

る
。

こ

の
共

同
論
文

の
執
筆
者

は
、

ア

メ

リ
カ
合
衆

国

の
三
名

の
歴

史
家

で
あ

る

(G

・
エ
ソ
テ
ィ
ー
ソ
、

T

・
ゴ
ー
ソ
、
C

.
カ
ー
ソ
)
。
西

側

の
学
者

で
は
な
く

、

ソ
連

の
学

者

の

当

該

論
文

を
紹

介

し

た
か

っ
た
が

、
紹

介

に
値
す

る
も

の
が

な
く
、

残
念

で
あ

る
。

ソ
連

に
お
け

る

歴
史
研

究
、

と

り
わ
け

現
代
史

研
究

、

ロ
シ
ア

・
ソ
ヴ

ェ
ト
史

研
究

は
、

多

年

に
わ

た
り
、

国
家

権

力

(
ス
タ
ー
リ
ソ
主
義
)
に
よ

っ
て
統

制

・
弾

圧

さ
れ

つ
づ
け

た

た

め
、

時
代

(
1
)

の
試
練

に
耐
え

う
る
よ
う
な
研
究
業
績
は
き
わ

め
て
少

な

い
。

ロ
シ
ア
資
本
主
義

・
帝
国
主
義
史

の
研
究
も
ま
た
例
外
で
は
な

い
。

ソ
連
社
会

は
、

一
九
八
〇
年
代
後
半

の
現
在
、

ペ
レ
ス
ト

ロ
イ
ヵ
の
時
代

に
突
入
し
て
お
り
、
学

問
研
究
も
ま
た
ペ
レ

ス
ト

ロ
イ
ヵ
を

迫
ら
れ

て
い
る
。
歴
史
学

の
分
野
で
は
、
「
歴
史

の
空
白
」
と

「
歪
曲
」
は
許
さ

れ

な
い
と

い
う
こ
と

で
、
保
守

.
革
新

両
派

の
激
し
い

応
酬
が

つ
づ

い
て
い
る
。
ペ
レ

ス
ト

官
イ
ヵ
に
入

っ
て
ま
だ
日
が
浅

い
た
め
、
具
体
的
な
研
究
業
績
は
現
わ
れ

て
い
な

い
。

ロ
シ
ア
資
本

主
義

・
帝
国
主
義
史
研
究
、
論
争
史
研
究

の
本
格
的
な

モ
ノ
グ

ラ
フ
が
現
わ
れ

る
に
は
、

い
ま
少

し
時
間
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
ま
で

は
、

こ
こ
に
紹
介
す

る
ア
メ
リ
カ
の
学
者
た
ち

の
仕
事
も
、

一
定

の
意
義
を
も
ち

つ
づ
け
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
本
資
料
を
紹
介
す

る
に
あ
た

っ
て
、
わ
れ
わ
れ

の
問
題
意
識
を
若
干
披
歴
し
て
お
き
た

い
。
か
ね
て
わ
れ
わ
れ

は
、

一
九

一
七
年
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の
十
月

革
命

に
よ

っ
て
誕

生

し
た

ソ
連

社

会

主
義

は
、

マ
ル
ク

ス
的

な
意

味

で

の
社

会

主
義

で
は
な
く

、

そ
れ

と

は
性

格

の
ち
が

う
発

展

途

上
社

会

主
義

(途
上
国
型
社
会
主
義
)
だ
と

す

る
見
解

を

主

張
し

て
き

た
。

こ

の
見
地

か

ら
す
れ
ぽ

、

十

月
革
命

を
招

来

し
た

旧

ロ
シ
ア

資

本
主

義
も

ま
た
、

マ
ル
ク

ス
的

な
意

味

で

の
資

本

主
義

で
は
な

い
、

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

わ
れ

わ
れ

は

ロ
シ
ア
資

本
主

義

史

の
専

門

家

で
は
な

い
が

、

ソ
連

社

会

主
義
論

、

さ

ら

に
現

存

社
会

主
義

論

の
専

門
家

と

し

て
は
、
論

理
的

に

こ
う
言
わ
ざ

る
を
え

な

い
。
も
ち

ろ

ん
、

わ
れ

わ
れ

の
説

は
少

数
説

で
あ

り
、
内

外

の
研
究

者

の
支

持

を
え

て

い
な

い
。
多

数
説

は
、
「
ロ
シ
ア
資
本

主
義

↓

ソ
連

社
会

主
義

」

を

「
マ
ル
ク

ス
的

資
本

主

義
↓

マ
ル
ク

ス
的
社

会

主
義

」
と

把
握

し

て

い
る
。

こ
れ

と

は

ち

が

っ
て
、
わ

れ

わ
れ

は
、
「
ロ
シ
ア
資

本

主

(2

)

義
↓

ソ
連

社
会

主

義
」

を

「
従

属

的
資
本

主

義
↓

発
展

途

上
社

会

主
義

」
と

認
識

す

る
。

多
数

説

を
と

る

に
せ
よ
、
少

数

説

を
と

る

に
せ

よ
、
あ

る

い
は
第

三

の
説

を
主

張
す

る
場

合

で
も
、

ソ
連

社
会

主
義

を
研

究
す

る

に
あ

た

っ
て
は
、

そ
れ

に
先

行
す

る

ロ
シ
ア
資
本

主
義

の
研
究

が

必
至
と

な

る
。

で
は
当

の
ソ
連

の
歴
史

家
た

ち
は
、

こ

の
問
題

を
ど

の
よ
う

に
考
え

て
き

た

の
だ

ろ
う

か
。
す

で

に
述

べ

た
よ

う

に
、

ソ
連

の
歴
史

学
界
あ

る

い
は
経
済

史
学

界

に
は
、

ロ
シ

ア
資

本
主

義

・
帝

国

主

義

論
争

史
を

扱

っ
た

ス
タ

ソ
ダ

!
ド

な
著
作

が
存

在

し
な

い
。

し

た
が

っ
て
、

ア
メ
リ
カ

の
学
者

エ
ソ
テ

ィ
ー

ン
ら

の
論

文

は
、

ロ
シ
ア

帝

国

主
義
論

争
を
簡

潔

に
傭

鰍

し

た
仕
事
と

し

て
、

参
考

に
し

て
よ

い
文
献

の

一
つ
だ

と
思

わ
れ

る
。

本
資

料

で

エ
ソ
テ

ィ
ー

ソ
ら

は
、

ロ
シ
ア
帝

国
主

義
論

争

の
始

期
を

一
九

二
〇

年
代

の
ネ

ッ
プ

の
時

期
、
終

期

を

ス
タ
ー
リ

ソ
批

判
後

の

一
九

六
〇

年

代
前
半

と

し
、

こ
れ

を

五

つ
の
段
階

に
分

け

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
段
階

に
お
け

る
論

争

を
紹
介

し

て

い
る

。
各

段
階

に
お
け

る
論

争
点

は
多
岐

に
わ

た

る
が
、

論
争

を

つ
ら

ぬ
く
基

調

は
、

ロ
シ
ア
帝

国

主
義

の

「
従
属

性
」
と

「
自

立
性

」

を

め
ぐ
る
論
争

で
あ

っ

た
。
「
終

期
」
と

し

て
の

ス
タ
ー

リ

ソ
批
判

後

の

フ

ル
シ
チ

ョ
フ
時

代

は
、

ソ
連

の

歴
史
学

界

が

「
教

条

主
義
」

の
呪
縛

か

ら

解

放

さ
れ

た

か

に
み
え

た

一
時

代

で
あ

っ
た
が

、

そ

こ
で
は
、

ス
タ
ー

リ

ソ
時

代

の

ロ
シ

ア
帝

国

主
義

「
従
属

論
」
が

否
定

さ

れ

、
「
自
立

論
」
が

勝

利

を
収

め
た
。
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わ
れ
わ
れ
は
こ
の
結
論

に
不
満

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

の
考
え

の
積
極
的
展
開
は
別

の
機
会

に
ゆ
ず
る
が
、

こ
こ
で
は
次
ぎ

の
点

の
み
を

指
摘

し
て
お
き
た

い
。
そ
れ
は
、

ソ
連

に
お
け

る

ロ
シ
ア
帝
国
主
義
論
争

の
参
加
者

の
議
論
に
は
、
世
界
資
本
主
義
論

か
ら

の
見
地
が
ま

っ
た
く
欠
落
し
て
い
た
と

い
う
事
実

で
あ

る
。
世
界
資
本
主
義

の
規
定
性
を
棚
上
げ
し
た
、

一
国
史
的
発
達
史
観

に
も
と
つ
く
国
民
経
済

論
的
見
地
か
ら
の
各
国
資
本
主
義
研
究
は
、
当
該
資
本
主
義

の
本
質
把
握
を
誤
ら
せ
る
お
そ
れ
が
多
分

に
あ

る
。
誤
解
を
避
け
る
た
め
に

述

ぺ
て
お
く
が
、

ス
タ
ー
リ
ソ
は
、
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
く

「
従
属
」
説
を
主
張
し
た
が
、
そ
の
論
拠
は
世
界
資
本
主
義
論

の
見
地
に
も
と

つ
く
も

の
で
は
な
く
、
御
都
合
主
義
的
な
政
治
主
義

に
よ
る
も

の
で
あ

っ
て
、
学
問
的
説
得
力
を
欠
く
も

の
で
あ

っ
た
。

新
た
な

ロ
シ
ア
資
本
主
義

研
究
は
、
世
界
資
本
主
義
論

の
見
地
か
ら
な
さ
れ

る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
そ
の
点

で
、
従
来

の

ロ
シ
ア
資
本
主

義
研
究

(各
国
資
本
主
義
研
究
)
は
、
方
法
的

に
重
大
な
欠
陥
を
有

し
て
い
た
と

言
わ
ざ
る
を
え
な

い
。
す
な
わ
ち
、

ロ
シ
ア
に
お
け
る
資

本
主
義
発
達
史

の
研
究

で
、
独
占
資
本
主
義

の
成
立
を
論
証

し
、
さ
ら

に
国
家
独
占
資
本
主
義

へ
の
移
行
を
論
証
し
て
、
社
会
主
義
革
命

の
勝
利

の
合
法
則
性
を
論
証
す
る
と

い
う

ソ
連
経
済
史
学

の
方
法
は
ま
ち
が

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

世
界
資
本
主
義
論

の
見
地
と
は
、
簡
単
に
言
え
ば
、
十
六
世
紀

に
誕
生
し
、
十
九
世
紀

の
産
業
革
命

に
よ

つ
て
確
立
し
た
世
界
資
本
主

義

(世
界
的
分
業
シ
ス
テ
ム
の
成
立

.
展
開
、
そ
の
も
と
で
の
資
本
蓄
積
の
不
均
等
な
進
行
と
蓄
積
様
式
の
変
化
)
の
体
制

に
、

ロ
シ

ア
資
本
主
義

(各
国
資
本
主
義
)
は
決
定
的

に
条
件
づ
け
ら
れ
、
規
定

さ
れ

て
い
た
、
と
す
る
方
法
論
的
見
地

で
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
支
配
i
従
属
、
中

心
-
周
辺
と

い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
重
要
な
意
義
を
も

つ
。

世
界
資
本
主
義
論

の
見
地
か
ら
わ
れ
わ
れ
が
主
張
す

る
よ
う
に
、

ロ
シ
ア
資
本
主
義
は
従
属
的
資
本
主
義

で
あ

っ
て
、

ロ
シ
ア
十
月
革

命

は

「
社
会
主
義
革
命
」

で
は
な
く
、
「
社
会
主
義
を

め
ざ
す
社
会
革
命
」
で
あ

っ
た
と

し

て
も
、
十
月
革
命

の
世
界
史
的
意
義
は
、

い

さ
さ
か
も
減
ず
る
こ
と
は
な

い
。
か
え

っ
て
、
十
月
革
命
を

マ
ル
ク

ス
的
な
意
味
で
の

「
社
会
主
義
革
命
」
と
強
弁
す
る
こ
と
こ
そ
、
非

科
学
的
で
あ

り
、
ひ
と
び
と
を
混
乱
さ
せ
、

ロ
シ
ア
十
月
革
命

の
世
界
史
的
意
義
を
抹
殺
し

て
し
ま
う
の
で
あ

る
。
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時

の
国
家
権
力
の
意
向

に
左
右
さ
れ
ず

に
、

か
つ
て

マ
ル
ク

ス
が
や

っ
た
よ
う

に
、

経
済
学
批
判
、
社
会
科
学
批
判
を
き

ち
ん
と
行

い
、

そ
の
成
果

に
も
と
つ

い
て

ロ
シ
ア
資
本
主
義

の
研
究
が
再
開

さ
れ
る
こ
と
を

ソ
連

の
学
者
た
ち

に
期
待

し
た

い
。

ω

国
家
権
力

(
ス
タ
ー
リ

ソ
主
義
)

に
よ
る
歴
史
学

へ
の
介
入
に

つ
い
て
は
、
以
下
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た

い
。
和
田
春
樹
編

『
ペ

レ
ス
ト

ロ
イ

カ
を
読
む
1

再
生
を
求
め
る

ソ
連
社
会
』

(御
茶
の
水
書
房
、

一
九
八
七
年
)
、
1

歴
史
の
真
実
を
求
め
て
。
和
田
春
樹

『
私

の
見
た
ペ
レ
ス
ト
ロ

イ

カ
』

(岩

波
書
店
、

一
九

八
七
年

)
、
と

く

に
W

六
〇
年

代

の
遣
産

、

凪

歴
史

の
中

の
ペ
レ
ス
ト

ロ
イ
カ
。

和

田
春
樹
編

『
戸
シ
ア
史

の
新
し

い

世

界
』

(
山
川
出
版
社

、

一
九

八
六
年

)

の
な

か

の
和

田

「
『
一
九

四

一
年

六
月

二
十
二
日
』
l

l
歴
史
家
と
軍
部
」
。
宇
高
基
輔

.
和

田
春
樹

「
ロ
シ

ア

に
お
け
る
国
家
独
占
資
本
主
義
ー

ソ
ヴ

ェ
ト
史
学

の
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
」
嘉
治
真
三
編

『
独
占
資
本
の
研
究
』
(東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
六
三

年
)。
和
田
春
樹

「転
換
す
る

ソ
連
歴
史
学
」
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所

『
社
会
科
学
研
究
』
第
三
十
七
巻
第
五
号
、

一
九
八
五
年

一
二
月
。

、、、
ハ
イ

ル

・
ゲ

フ
テ

ル

「
ス
タ

ー
リ

ソ
は
昨

日
死
ん
だ
ー

ペ

レ
ス
ト

ロ
イ
カ
と

ス
タ

ー
リ

ン
問
題
」
『
世
界

』

一
九

八
八
年

三
月
号
。

ミ

ハ
イ

ル

・
シ
ャ
ト

ロ

フ

「歴
史
的
真
実
を
よ
び
も
ど
す
舞
台
」
『
世
界
』

一
九
八
八
年
六
月
号
。

②

中
村
平
八

『
発
展
途
上
社
会
主
義
の
研
究
』

(白
桃
書
房
、

一
九
八
八
年
)、
第

一
章

現
存
社
会
主
義

の
予
備
的
考
察
、
第
二
章

近
代
世
界

の
展
開
と
現
存
社
会
主
義
。

翻

訳

に
際

し

て
使

用

し

た

テ

キ

ス
ト

は

、

0
8
同
αq
①

ζ

.
団
算
8
P

↓
慧

暫
ロ
騨

O
o
β

O
げ
賃
覧

閑
o
β

ω
。
託
露

国
韓

o
ユ
碧

。・

碧

山

ひ
Φ

ω
ε
曾

o
{
閃
霧

。。
冨
コ

ぎ

窟

冨

一尻
日

(臼
冨

℃
①
自

。。号

碧
置

ω
梓国
8

C
昌
凶く
①
邑

な

℃
器
聲

6
刈
り
¥

×
+
①
O

℃
や

で
あ

る
。

テ

キ

ス
ト

に
付

さ

れ

て

い

る

英

訳

の

ゲ

フ

テ

ル
論

文

「
ロ

シ

ア
帝

国

主

義

」

は

、

正

確

を

期

す

る

た

め
原

典

の

『
ソ
ヴ

ェ
ト
歴

史

百

科

事

典

』

第

五

巻

、

モ

ス
ク

ワ
、

一
九

六
四

年

、

露

文

か

ら

邦

訳

し

た

。


